
 敷金・原状回復関連判例







争点となった部位

障子、ふすまの張替、ガラスのはめ替、畳の表
替（裏返しを含む。）、壁塗装等

賃借人の負担となった部分

【名古屋簡判平16.1.30】
畳の表替、ふすまの張替等（不足分は本訴訟の
対象外）

争点となった部位

詳細不明

賃借人の負担となった部分

【京都地判平16.3.16】 ―

争点となった部位

畳クロス張替費の70％、畳表替費、襖貼替費、
美装費

賃借人の負担となった部分

【福岡地判平16.8.6】 同上（賃貸人の請求のとおり）

争点となった部位

ガラス割替え、一般クリーニング、クロス代

賃借人の負担となった部分

【大阪地判平17.4.20】 ―

 事例24

　通常損耗分を含む原状回復義務の特約の
成立を認めるとともに、消費者契約法の適用
が否定された事例

 事例25

　敷引特約のうち通常損耗分の補修費相当
額を超える分が消費者契約法10条により無効
であるとされた事例

 事例22

　市営住宅の明渡しに際してふすまの張替、
畳表替等の補修費用の内には、自然損耗とし
て家賃でまかなうべき分はないと判断された
事例

 事例23

　建物賃貸借契約に付された自然損耗及び
通常の使用による損耗について賃借人に原
状回復義務を負担させる特約は消費者契約
法10条により無効であるとされた事例










